
次期「にっこり安心プラン」の骨子の概要 
 

  背           景   

時
代
の
潮
流
か
ら 

 
○ 本格的な人口減少社会の到来と 

急速な高齢化の進展 
 
○ 新たな社会的リスク（「孤独死」・

「無縁社会」など）の発生 
 
○ 価値観の変化・多様化 
 
○ 東日本大震災の発生 

現
状
と
課
題
か
ら 

○ 地域社会の機能の活性化 

高齢者の主体的な地域社会への参画を促進す

るとともに，一人暮らしや要介護等の高齢者の

増加を踏まえ，地域社会における相互扶助その

他の機能の活性化を図る必要がある。 
 
○ 多様なライフスタイルを可能とする自立支援 

  年齢や状況にとらわれずに多様なライフスタ

イルを実践したいとする者の増加を踏まえたし

施策の展開や，健康寿命を延ばすための施策の

展開が必要。 

国
等
の
動
き
か
ら 

 
○ 地域包括ケアシステムの構築 

○ 地域福祉の推進 

○ 認知症対策の推進 

○ 介護労働力の確保・定着 

○ 高齢者医療制度の改革 

○ すこやか生活習慣国民運動 

 

  基   本   理   念   

健康で生きがいをもち，安心して自立した生活を送ることができる，笑顔あふれる長寿社会の実現 

 

  基   本   目   標   

１ みんながつながり， 

支えあう地域社会の実現 

２ 健康で生きがいのある 

豊かな生活の実現 

３ いつまでも自分らしさを 

持ち，自立した生活の実現 

４ 介護サービスの利用を通じ

た笑顔あふれる社会の実現 

高齢者自身はもとより，その家族

が地域コミュニティの中で孤立する

ことなく，地域との連携や周囲の支

えのもと，住み慣れた地域での生活

が続けられるよう，「みんながつなが

り，支えあう地域社会の実現」を目

指します。 

高齢者一人ひとりが，自主・自発

的に社会参加活動や継続的な健康づ

くりに取り組むことにより健康寿命

を延ばし，趣味などの楽しみや，友

人との交流などにより生きがいを感

じることができる，「健康で生きがい

のある豊かな生活の実現」を目指し

ます。 

各種社会保障制度をはじめとする

保健福祉サービスや，成年後見制度

など高齢者の権利を擁護する制度が

必要な時に適切に利用できるよう支

援体制を整備することにより，「いつ

までも自分らしさを持ち，自立した

生活の実現」を目指します。 

介護サービスの充実を図るととも

に，介護サービスの質の向上に向け

た取組を進め，高齢者本人やその家

族が安心して利用できる介護保険事

業を運営することにより，「介護サー

ビスの利用を通じた笑顔あふれる社

会の実現」を目指します。 

 

  施  策  の  方  向  性  

 

１ みんながつながり，支えあう地域社会の実現 

 ○ 地域保健・福祉体制の充実 

  ⇒ 地域福祉を支える基盤の整備，地域福祉活動への参画促進 など 

 ○ ユニバーサルデザインの推進 

  ⇒ こころのユニバーサルデザイン運動の推進 など 

 ○ 安全で安心な暮らしの確保 

  ⇒ 災害時の安全確保，防犯・交通安全対策等の推進 など 

 ○ 高齢者にやさしい居住環境の整備 

  ⇒ 高齢者の多様な住まいの支援 など 

 

２ 健康で生きがいのある豊かな生活の実現 

 ○ 健康づくりによる健康寿命の延伸 

  ⇒ 健康づくりの意識啓発，健康増進施策の充実 など 

 ○ 効果的な介護予防事業の推進 

  ⇒ 介護予防事業の効果的な展開，継続性のある介護予防の展開 など

 ○ 生きがいづくりの充実 

  ⇒ 市民主体の生涯学習の推進，コミュニティ活動の推進 

スポーツ・レクリエーション活動の推進 など 

 ○ 社会参画の促進 

  ⇒ みやシニア活動センターの充実，老人クラブ活動等への支援 など

 

３ いつまでも自分らしさを持ち，自立した生活の実現 

 ○ 福祉サービスの充実 

  ⇒ 自立した生活の支援体制整備，介護者への支援 など 

 ○ 認知症高齢者等対策の推進 

  ⇒ 認知症高齢者等対策の推進 など 

 ○ 高齢者の権利擁護の充実 

  ⇒ 高齢者の権利擁護及び制度の利用支援 など 

 

 

 

４ 介護サービスの利用を通じた笑顔あふれる社会の実現 

 ○ 介護保険事業の充実 

  ⇒ 介護保険サービスの提供 など 

 ○ 介護サービスの質の向上 

 ⇒ 介護人材の養成・確保，介護ｻｰﾋﾞｽ提供事業者の育成・支援 など 

 

  リーディングプロジェクト （今後３年間で重点的に取り組む施策）  

みやまちぐるみケア応援プロジェクト 
高齢者が自分らしい生活を継続するための「包括的な支援」を目指す 
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